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先日、ある会合でお世話になる会社の社長様よりラジ

オのことについて聞かれ、賛助会員にもなっていただき

ました。ご理解いただき本当にありがとうございました。

さて、今回の顔は、「日本カーリング協会競技副委員

長」という顔についてです。今年度は冬季オリンピック

が韓国ピョンチャンで行われます。４人制男女に加え、

今回から男女二人で行うミックスダブルスが新たな種目

に加わりました。競技委員会は日本最高峰の大会「日本

カーリング選手権大会」をはじめ各種大会の日程、会場、

競技方法、ルール、審判やその育成などなどを取り仕切

る委員会となります。今の競技委員長は北海道名寄の方、

そして副委員長は長野軽井沢の方、そして私ということ

で全国から推薦された13名で組織されます。年数回北海

道や東京での会議がありまた、緊急の時はスカイプとい

うインターネットを活用しての会議も行われ、日本のカ

ーリング競技に関して様々取りきめられていきます。私

自身も準Ａ級の公認審判の資格を有しており、これまで

日本選手権の審判も務めたこともあります。

今年のオリンピックは男子カーリングが長野オリンピッ

ク以来20年ぶりに出場することが決まっており、大きな

注目を集めるのではと期待しております。ぜひ日本のカ

ーリング応援してくださいね。

日本カーリング協会のホームページ

⇒http://www.curling.or.jp/

れているのですが、造粒コストと販売価格のギャ

ップが課題のようです。

造 粒

マントル交換

日本製紙石巻工場では、焼

却灰を再処理して10㎜程度の

粒に造粒し、山砂と混合「エ

コツブアッシュ」の商品名で

盛土材として販売しています。

造粒技術は確立し、実用化さ

先日、一年で一番会社に行きたくない日（健康診断）が、終わりま

した(笑) はしゃぎ過ぎて血圧が高くなったりで結果が怖いですが、義務

とはいえ健康診断を受けさせてもらってることに感謝ですよね！

編集後記

～ 産 学 官 ～

ＥＥ東北逍遥録いくつかの顔シリーズ②

青 岩 橋

暮らしにコンクリート

超新星

もっと光を

青森と岩手の県境に架か

る旧青岩橋は昭和10年に完

成したトレッスル橋で、永

年国道4号線の物流を支え

てきました。今は現役を引

退し、2006年には土木学会

選奨土木遺産に指定され、その役目を終えています。

この貴重な土木遺産を大館桂桜高校の生徒さんが模

型で製作し、最優秀賞を受賞しました。塗装のはげ

具合や鉄のサビ具合が誠にリアルで素晴らしい出来

ばえです。

ヤマト運輸が労働条件改善の為に一部のサービス見直

しに踏み切りました。中小運送業者の運転手の13.4％が

月60時間以上の残業をしているという報告もあり、運転

手の労働条件改善が大きな課題となっています。欲しい

時に欲しいものが棚に並んでいる。その便利さは『効率

の良いムダの無い運行』と『適切な取引』が確保できて

実現するのだと思います。

花 畑

下平地区に毎年咲く花がある。（ナデ

シコ科と思われる）今年もこの時期群生

して咲いた。ピンク色の花は、採掘地の

殺風景に彩を添えてくれている。

将棋の中学生棋士、藤井四段がデビュー

から無敗の29連勝を継続している。スポーツ界では、レ

スリング女子の吉田沙保里選手の２０６連勝など大記録

もあるが、将棋は勝率７割で名人になれる世界である。

３割負けても一流の世界で、無敗のこの中学生の強さは

別格である。なぜ負けないのだろうか。思うに、かなり

早い段階で勝敗の出口が見えている。真っ暗な迷路の中

でも出口のかすかな光をとらえて、最短距離を歩いて行

ける能力が備わっている。最短ルートがわかると寄り道

がなくなり、間違う確率が減る。そんな頭脳の持ち主な

のだと思う。頭の中が散漫で、集中力がなく、物忘れの

多いへっぽこオヤジとは雲泥の差である。

コーンケーブ

マントル

コーンクラッシャーは、マントルとコーン

ケーブが石に対して直接仕事をする重要な部

品である。当然、摩耗交換となるのだが鉄の

塊のようなこの部品、想像以上に値段が高い。

１時間運転するごとに2,500円かかる。ど

ちらの砕石業者さんも頭の痛い問題である。

砕石業界には業界団体として「日本砕石

協会」がある。また、関係する学術団体と

して「資源素材学会」と「骨材資源学会」

がある。このうち資源素材学会は、砕石業

界がかかえる具体的な問題の研究や将来の

あるべき姿について、より現実的な課題を

取り上げていただき、業界の技術的な裏付けとなっている。

会員は学術研究者の他、重機や破砕機メーカー、鉱山、砕

石、砂利業界と幅広く、現場の声が反映されやすい構成と

なっている。学会誌「骨材資源」は、昭和47年4月（奇しく

も当社の創立と同じ）から発刊されている。産学官連携と

言われて久しいが、産業の発展に学術が果たす役割は大き

いものがある。これからも骨材資源学会に期待したい。

コンクリートは硬くて

直線的なイメージですが、椅子やす

べり台など曲線で丸みがあり、いつ

も人が触れるものが作れればもっと

身近になりますね。でも、移動する

には大変そうです。

今年も東北管内における建設関連技術の展示発

表会「ＥＥ東北」が開催されました。興味深い発

表を何点かご紹介します。


